
Q&A

Q. 名古屋市との合併話につき尋ねる・その２
A. 町の方針が変更になったことはない

昭
和
47
年
４
月
１
日

付
、
役
場
企
画
課
よ

り
、〈
将
来
の
豊
山
町
／
都

市
計
画
の
基
本
構
想
〉
な
る

行
政
の
指
針
本
が
刊
行
さ
れ

た
。

　
項
目
、「
計
画
の
背
景
」

と
し
て
「
わ
が
国
土
の
ほ
ぼ

中
央
部
に
所
在
し
（
中
略
）

名
古
屋
市
と
隣
接
（
中
略
）

大
都
市
編
入
と
し
て
の
将
来

が
約
束
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
」
と
、
客

観
的
本
質
を
見
抜
い
た
切
望

の
記
述
が
あ
る
。「
計
画
の

目
標
」
で
は
、「
当
然
大
都

市
に
合
併
（
中
略
）
将
来
ど

の
よ
う
な
街
に
し
な
が
ら
合

併
す
べ
き
か
と
（
中
略
）
目

標
を
設
定
し
て
み
ま
し
た
」

と
あ
る
。
そ
れ
が
年
月
を
経

て
、
先
の
議
会
に
お
い
て
町

長
曰
く
「
合
併
に
つ
い
て
考

え
た
こ
と
も
な
い
」
と
答
弁

し
て
い
る
。

　
伺
い
た
い
。
如
何
な
る
理

由
に
よ
り
、
真
逆
の
道
を
鈴

木
町
長
は
進
む
の
か
。

　
刊
行
当
時
の
役
場
中
堅
職

員
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
。

町
長

名
古
屋
市
と
の
合
併

に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
９

月
議
会
で
、「
私
が
町
長
に

就
任
し
た
以
降
、
公
式
、
非

公
式
を
問
わ
ず
、
本
町
か
ら

ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
こ
と
も
、

名
古
屋
市
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ

が
あ
っ
た
こ
と
も
な
い
。
ま

た
、
合
併
に
つ
い
て
考
え
た

こ
と
も
、
庁
内
組
織
に
検
討

を
行
わ
せ
た
こ
と
も
な
い
。」

と
お
答
え
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
47
年
に
策
定

さ
れ
た
「
将
来
の
豊
山
町
」

に
つ
い
て
は
、
当
時
の
時
代

背
景
・
社
会
情
勢
を
踏
ま
え

た
都
市
基
本
構
想
が
ま
と
め

ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
名
古

屋
市
と
の
合
併
構
想
で
は
な

い
と
認
識
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
第
一
次
か
ら
第

４
次
ま
で
の
総
合
計
画
に
お

い
て
も
名
古
屋
市
と
の
合

併
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
向
け

た
協
議
に
つ
い
て
言
及
し
た

も
の
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

私
に
よ
っ
て
名
古
屋
市
と
の

合
併
に
対
す
る
町
の
方
針
が

変
更
に
な
っ
た
事
実
は
な
い
。
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Q.県営名古屋空港への市営バスの
運行社会実験を聞く

A.平成29年３月に実施の予定

Q.
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
に
つ
い
て
聞
く

A.
設
置
に
よ
る
効
果
は
大
き
い

公
共
交
通
ア
ク
セ
ス

の
強
化
・
拡
充
の
要

望
は
い
つ
か
ら
名
古
屋
市
交

通
局
に
し
て
き
た
の
か
。

理
事

平
成
24
年
度
以
降
、

事
務
レ
ベ
ル
の
打
合
せ
を

行
っ
て
き
た
。
昨
年
７
月
に

空
港
へ
の
公
共
交
通
ア
ク
セ

ス
強
化
・
拡
充
を
要
望
し
た
。

小
牧
市
、
春
日
井
市

と
ど
の
よ
う
な
連
携

し
た
要
望
を
し
た
の
か
。

理
事

県
営
名
古
屋
空
港
の

利
用
促
進
や
活
性
化
を
共
同

目
的
と
し
て
、
２
市
１
町
を

含
む
７
団
体
で
要
望
を
行
っ

た
。

な
ぜ
、
黒
川
11
号
系

統
に
な
っ
た
の
か
。

理
事

県
営
名
古
屋
空
港
に

近
い
北
部
市
場
ま
で
運
行
し

て
お
り
、
空
港
へ
の
ア
ク
セ

ス
利
便
性
、
バ
ス
の
運
行
、

将
来
性
、
輸
送
力
な
ど
の
各

利
点
が
あ
る
た
め
。

延
長
す
る
実
施
区
間

（
北
部
市
場
〜
青
山
〜

豊
山
〜
空
港
）
な
ど
の
路
線

は
ど
う
か
。

理
事

延
伸
す
る
具
体
的
な

区
間
は
、
今
後
、
名

古
屋
市
交
通
局
と
調

整
す
る
。

今
後
、
実
施
区
間
や
市
バ
ス

系
統
路
線
の
変
更
は
、
で
き

る
の
か
。
ま
た
、「
敬
老
パ
ス
」

の
考
え
は
あ
る
か
。

理
事

運
行
社
会
実
験
後

に
、
名
古
屋
市
交
通
局
や
関

係
機
関
と
協
議
・
調
整
す
る
。

路
線
や
敬
老
パ
ス
な
ど
、
現

時
点
で
は
答
え
ら
れ
な
い
。

名
古
屋
市
と
の
合
併

等
の
考
え
は
。

理
事

今
回
の
運
行
社
会
実

験
は
、
名
古
屋
市
と
合
併
の

関
連
性
は
な
い
。

平
成
26
年
度
、
平
成

27
年
度
の
犯
罪
件
数

は
。

総
務
部
長

盗
犯
総
数
は
、
平
成

26
年
度
２
３
７
件
、
平
成
27

年
度
２
０
２
件
、
前
年
度
対

比
35
件
（
14
・
８
％
）の
減

と
な
っ
て
い
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

し
た
結
果
、
犯
罪
抑

止
効
果
や
犯
罪
件
数
が
減
少

し
て
い
る
が
。

総
務
部
長

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に

よ
る
効
果
が
大
き
な
要
因
の

一
つ
、
自
治
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

活
動
、
下
校
時
の
見
守
り
な

ど
の
取
り
組
み
の
効
果
も
あ

る
と
考
え
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

が
犯
人
逮
捕
や
事

件
、
事
故
な
ど
の
解
決
に
つ

な
が
る
と
思
う
が
。

総
務
部
長

映
像
が
犯
人
逮
捕
や

犯
罪
の
早
期
解
決
に
つ
な
が

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

映
像
が
、
不
適
切
に
利
用
さ

れ
て
地
域
住
民
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
侵
害
す
る
リ
ス
ク
も

あ
る
。

改
定
し
た
「
安
全
・

安
心
ま
ち
づ
く
り
推

進
要
綱
」
は
、知
っ
て
い
る
か
。

総
務
部
長

資
機
材
の
防
犯
カ
メ

ラ
、
犯
罪
の
多
い
地
区
の
公

共
施
設
等
へ
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
の
重
要
性
な
ど
が
追
加
さ

れ
た
。

地
区
・
自
治
会
へ
の

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補

助
の
検
討
は
。

総
務
部
長

引
き
続
き
、
防
犯
カ

メ
ラ
の
推
進
を
検
討
す
る
。

犯
罪
多
発
地
域
を
優
先
的
に

設
置
す
る
方
向
で
、
新
た
な

計
画
を
策
定
す
る
。
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▶
未
来
に
向
か
っ
て

　
　
発
車
オ
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ラ
イ
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